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（H29.4.1 見込） １年 ２年 ３年 計 （H29.4.1 見込。臨時的任用の者は常勤の者のみ含む） 

   教員数 １３ 名 

 

学 級 数 １ ２ １ ４ 

生 徒 数 ２４ ２２ ３０ ７６ 

特記事項 １年生は，２学級のうち１学級が特別支援学級である。 

 

２ 研究主題等 

学校におけ

る研究主題 

持続可能な社会に向けた人づくりを目指した 

問題解決的な学習を中心とする全教育活動における指導方法等の工夫改善 

 

３ 平成２８年度の成果と課題 

成果について 

○「大曲南中ＥＳＤ」を設定し，ポスターやホームページ，学校報等で積極的に発信したことに

より，学校教育全体でＥＳＤを体系的に推進していることについて生徒や教師の意識化が図ら

れるとともに，保護者や地域にも学校の取組が周知され連携が強まった。 

 ※「大曲南中ＥＳＤ」とは，「『何とかしなければ！』という思いを行動につなげられる人を目指そ

う！」を目標に，本校生徒の実態から，普段の学習で身に付けたい力を「コミュニケーションを

行う力」「批判的に考える力」「多面的・総合的に考える力」とし，総合的な学習の時間を中心

に身に付けたい力を「進んで課題を見付ける力」「学んだことを発信する力」「生活に活用する

力」とした本研究の指針である。 

○授業における小グループを中心とした「学び合い」の充実や，生徒の企画運営による生徒集会

の継続により，自分の考えを積極的に発言したり，相手の考えを基に発言したりする力が育ま

れた。 

○総合的な学習の時間や生徒会活動でも「大曲南中ＥＳＤ」を意識させたことで，生徒会執行部

を中心に，あいさつ運動や熊本地震，ユニセフへの募金等，自分たちの課題や身の回りの課題

に気づき，解決のための手立てを講じて実践しようとする「態度化」が見られるようになった。 

○「大曲南中ＥＳＤ」に係る生徒アンケートの結果から，「コミュニケーション能力」や「批判

的に考える力」の高まりが確認された。また，「進んで課題意識をもつ」に関する項目にも伸

びが見られた。教職員のアンケート結果でも，生徒に付けたい力の伸びが実感できた。 

○授業公開では，参観者から生徒のコミュニケーション能力の高さや思考や発言内容の深まり等

について高評価を得るなど，研究の成果を他者の目に映る「生徒の姿」としても捉えることが

できた。 

課題について 

○全教科等での「共通実践事項」の定着が今一歩であり，授業改善についての教師の意識に差が

ある。 

 ※「共通実践事項」とは，①生徒自らの「問い」を引き出す課題設定，②「受信→思考→発信」のサ

イクルに基づく「聴く」指導の徹底，③交流を通して課題解決を図る活動の重視，④「比較・検

討を中心とした学び合い」の設定，⑤自己の考えを深める「振り返り」の設定の五つである。 

 

【継続】H.28～H.29 



○総合的な学習の時間における環境学習については，ねらいや付けたい力を十分明確にできなか

ったため，活動の深まりに欠け，生徒の確かな力につなぎきれていない。 

○「大曲南中ＥＳＤ」に係る生徒のアンケート結果から，「相手の意見を聞き，さらに自分の考

えをもう一度見直しよりよいものにする」「物事をメリット・デメリットの両面から見ること

ができる」については数値が伸びておらず，更なる授業改善が必要である。 

 

４ 平成２９年度の研究計画 

（１）本年度の研究の重点等 

○「大曲南中ＥＳＤ」が目指す，生徒に身に付けさせたい力とその手立てを全教員が明確に捉え

て日々の授業実践に生かすために，意図的・計画的な研修を充実させる。 

・全教科の授業における「共通実践事項」の徹底と，全教員の授業公開を通した研修を計画的に

進め，教科の枠を超えた視点での授業研究の更なる充実と深化を図る。 

・「比較・検討を中心とした学び合い」の更なる充実を通して，自分の考えを他の考えと比較し

て類似点や相違点を見出すだけでなく，自分の考えを再構築して発信できるような力の育成を

目指す。 

・成果の検証に生かす「振り返り」の記述，アンケート項目や実施方法等，評価の在り方につい

て検討し継続的に実践を積み重ねる。 

○各学年のテーマに応じた環境教育の体験活動については，生徒に付けたい力を明確にして内容

の見直しを図るとともに，生徒会活動と連動させながら実践力を育む。 

○生徒の企画運営による生徒集会や生徒会活動等，「大曲南中ＥＳＤ」で育んだ力が発揮できる

ような機会と場を設定しながら，身の回りの課題に気づき，解決のための手立てを講じて実践

するという「態度化」に結びつける。 

○大曲南地区で小・中連携を通してＥＳＤを体系的に進めるために，小・中の合同研究を充実さ   

せる。 

・９年間を通して身に付けさせたいＥＳＤの資質・能力について，発達段階に応じた具体的な子

どもの姿を設定し，「大曲南地区ＥＳＤ」の取組としてリーフレット等にまとめる。 

・「ＥＳＤカレンダー」については，単元で育成すべき力やそのつながりの視覚化を図り，より

活用しやすいものを目指すとともに，そこに示された諸行事，諸活動についてねらいとの整合

性を図りながら不断の見直しを行う。 

・「生徒に身に付けさせたい力」がどの程度身に付いたかを把握し，改善の手立てを講じるため

の適切な評価の在り方を検討し実践する。 

・11 月の大曲南地区環境オープンスクールでの合同授業（総合的な学習の時間）に向けて，小・

中教員の合同研修の機会を計画的に設定していく。 

 

（２）研究計画 

実施

時期 

研究内容，研究方法，成果の公開等 期待される成果等 

前期 

 

・ＥＳＤ研究推進委員会開催 

・「大曲南中ＥＳＤ」に関する生徒，教師，保護者アンケート及び

ＥＳＤ意識調査の検証・検討（４月，７月，12月） 

・ＥＳＤ校内研修実施①４月（②６月③８月④10月⑤２月） 

・大曲南地区ＥＳＤ小・中連携協議会①５月 

（②７月③10月④２月） 

・全国学力・学習状況調査の結果分析による生徒の変容の把握 

・小学校や地域と連携した体験活動の実施（クリーンアップ，ア

ルミ缶回収等） 

・総合的な学習の時間の全校オリエンテーション 

・校内授業研究会の実施（一人一授業） 

・生徒の企画運営による集会の実施（月２回） 

 

・研究の方向性確認 

・検証改善サイクルの確立 

・新体制で研究内容や研究

方法について確認 

・小中共同研究の内容や方

法，研修会の持ち方等に

ついて検討 

 

 

・「大曲南中ＥＳＤ」の確認 

・「共通実践事項」による授

業改善の推進 

 



・ＥＳＤ研修会の実施（小・中合同研修）※５月 25日（木）予定 

  小・中の授業研究及び講演 

 講師 目白大学 石田好広 教授 

・外部講師からのアドバイ

スによる研究の深化・充

実 

後期 ・学校祭における総合的な学習の時間の取組発表 

・「大曲南地区ＥＳＤリーフレット」作成 

・公開授業研究会及び大曲南地区小・中連携オープンスクール 

                    ※11月 22日（水）予定 

・秋田県学習状況調査の分析結果からの成果と課題の把握 

・指定事業研究協議会での発表 

 

・研究成果の地域への発信 

・小・中連携によるＥＳＤ

の推進 

・公開研究会での成果検証 

・研究のまとめと発信 

 ※環境学習に関する次のような活動は年間を通して実施 

・食育の推進（緑のカーテンプロジェクト，有機肥料による野菜

栽培，エコクッキング，市場見学等） 

・エネルギー教育の推進（エネルギー関連施設見学等） 

・国際教育の推進（ＡＬＴによる出前授業，国際教養大学訪問，

ドイツのユネスコスクールとメールで交流，オーストラリアの

ハイスクールとスカイプで交流，国際教養大学の留学生による

進路集会等） 

 

・学習で身に付けた力が発

揮できる機会と場の設定 

 

 

５ 研究のまとめの見通し 

  本研究は，本校が継続して取り組んできた総合的な学習の時間の柱である環境教育と，問題解決的

な学習を核にした授業改善をＥＳＤの視点で体系化することで，「確かな学力」や「生きる力」を身

に付けた生徒を育むことが目的である。研究の指針として「大曲南中ＥＳＤ」を設定し，生徒に身に

付けさせたい力を明確にして積極的に発信し，生徒や教師，保護者や地域が，学校が目指しているもの

を共通理解しながら進めてきた。この一年で，「よりよい生徒の姿」を目指すためのベクトルが一つに

なってきたような気がする。 

研究指定に係る中間公開授業研究会では，授業公開と環境教育に関する小・中交流授業を公開し，参

観者から「研究を通して，生徒の力が確実に育まれていること」について高い評価をいただいたこと

は，昨年度の研究成果の一端と捉えている。 

今年度は，昨年度の成果と課題をもとに更に深化・充実した研究ができればと考えている。特に，

本校の研究指定を，近隣の小学校との共同研究という形で連携を強めながら，ＥＳＤを中学校として

だけではなく小中の９年間を見通したものとして体系化していくことが，更なる子どもの力になるも

のと考える。11 月には，２年間の研究成果のまとめとしての公開授業研究会で，小・中合同での総合

的な学習の時間の授業を計画している。そのためにも，年度当初からＥＳＤ小・中連携協議会を機能

させながら，小・中合同での研修も取り入れていきたい。 

大仙市や秋田県内の現状に於いては，未だＥＳＤの認識が十分であるとは言えないが，本校だけで

なく小学校との連携した取組を発信しながらＥＳＤの具体的なイメージを提示し，更なる推進につな

がる一助としたい。 

 

なお，研究成果の検証方法としては，次の点を検討している。 

①校内授業研究会（一人一授業）を実施，ＥＳＤの視点を踏まえた授業について研究協議を行う。 

②公開授業研究会及び大曲南地区小・中連携オープンスクールを開催することで，県内の教員や保

護者地域に授業や取組を公開する。 

③ＥＳＤ通信の発行や学校報，学校ＨＰ等で外部に積極的に取組や成果等を発信するとともに，大

曲南地区のＥＳＤの取組をまとめたリーフレットを作成する。 

④生徒，教師，保護者アンケートのＰＤＣＡサイクルを年間３回実施したり，公開授業等による評

価を実施したりする。 

⑤全国学力・学習状況調査や秋田県学習状況調査における「活用に関する問題」の正答率及び質問

紙のＥＳＤに関する設問の回答を分析する。 

 


